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ファイバーボー ドの製造にさいしてその性質を向上させるために種々の処理がおこなわれて

いる｡ 今日最も広 くおこなわれているのはサイジング (Sizing) とテンパ リング (Temper-

ing)である｡ 前報においてわれわれはファイバーボー ドの性質向上のため,その製造時に合成

樹脂によるサ イジングをおこなった｡その結果得られたファイバーボー ドは常態韓の強度を着

るしく向上 し,同時にその耐水性もかなり改良された｡ しかしながらファイバーボー ドはその

性質上草地紅使用されるに当って多種多様の条件下で使用される｡すなわち日光,湿気,勲,

腐朽,食害,薬害その他機械的な荷重及び衝撃などのあらゆる条件に耐えねばならない｡ これ

等の諸条件Tで各種のファイバ-求- ドの性質がどの様に変化するか,またどの様な処理を施

せばそれを完全に防除出来るかを検討する必要がある｡かかる見地から本報告において一先づボ

ー ドが水分の存在下でどの様にその性質を変化するかについて,本研究室で試作した十教程の

求-ド及び市販されている2笹のボー ドについて試験した｡

Ⅰ ファイバーボー ドの含水率と強度の関係

1. 実験材料

a.市販の ファイバ-求- ド:日本 -- ドボ- ド製 の厚さ 3.5mm テンパ-されたもの

(T)及び標準品 (S)の2種類を用いた｡

b.試作ファイバーボ- ド:前報の実験で試作 したファイバーボー ドを用いた｡ ボー ド番号

A～L 及びT～Wを用いた｡ No.A～Gは Phenol樹脂*40/o'を添加し,硫厳で pH をそ

れぞれ9-3に調節して SizingL,No.Ⅰ-Lは樹指を添加せず pH だけをそれぞれ6-3

に調節したものである｡ また No.T～Wは Melamin樹指**を4%添加し,硫渡でpHを6

-3に調節したものである｡ シ- トフ才-ミングの後,No.A～G,Ⅰ～Lは1803CでT～W

は 140oCでいづれも2-1-12分,5010-50kg/cmコの条件で圧締 した｡

*住友ベークライ ト製 ⅩPB542

**住友化学製･スミレツゾ607
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2. 実験方法

･各種試験片は前報に用いた寸法と同じものを用い,試片を製作後硫酸で関係湿度を調節した

デシケーター中に入れ,約2カ月後取 り出して材質試験をおこなった｡試験方法は前報6) と同

じ方法を用いた｡

3 実験結果

Fig･1-3及びTablelに見るごとく市販のボードにおいてdb(曲げ強さ)はS,Tとも含

水率の増加と共に減少している｡また反対に含水率の減少と共に dbは増加し,8%以下ではそ
の増加は極めて徐々となり,4.%附近でほぼMax.を示し更に含水率を減少するときは再び著
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Fig.1.Relation ofmodulusofruptureto
moisturecontentofcommercialfiberboard.

(The verticallines representrange of

modulusofruptureinbendingandherizant

linerepresentthemoisturecontent.)

Fig･2･Relationofmodulusofruptureto

moisturecontentoflaboratoryfiberboard.
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Fig.3.Relationoftensilestrengthto

moisturecontentoflaboratoryfiber-
board.

千の減少を 云している｡Kollmannl)

及びStillinger2) も各種のボードを用

いて同様の実験をおこなっているが絶

対値の高低を除いて何れも同じ様な傾

向を示している｡含水率が20.%に近 く

なると 6bの減少は徐々になり24時間

水中に浸漬した場合でもそれ以上の急

激な減少は見られない｡

Fig.I2の試作ボ-ドの場合は試片個

数の関係から,常態 (含水率約10.%)

絶乾,飽湿及び24時間水中浸演の4条

件を用いた｡その結果何れのポ-ドも

はぼ Fig.1の結果と同じ傾向を示し

た｡木材では dbは.9-15%含水率範

囲で,含水率1%の増減につれてその

Cb値を4.96減増すると云ほれている｡
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Table1.Re一ationofmodulusofruptureandelasticityinbendingtomoisture
contentsoftwotypecommercialboard.
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Table2.Relationofwaterproofingtosizingagentsonthefiberboard.

Sizingagents

Melanin2%

Pheno12%

Paraffin0.5%

U 1.0,0/a

JV 2.0%

J/ 4.0%

Mel.2%+Para.17,ら

water≡
良absorption% i

Rateof
decrease

75.5

31.3 58.5

19.4 74.3

19.0 74.8

21.6 71.3

Php･2%+Para･17/'0 19･O i 74･8
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46.0
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13.2 71.3
i
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Sizepine(Rosin)
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Fig･､1畢び Fig･2よくり見ればファイバーボー ドの場合は含水率1%の増減により dbを大体
5-7%減増するものとおもわれる｡ ､

引張 り試験の結果は,Fig.3に示すごとく,はば Cbのそれと似た傾向を示すとおもわれる｡

dt(引張 り強さ)においてもKollmannl)氏は含水率4%でMax.を示しているが,この実験

では個数不足のためその点が確認出来なかった｡

Table3･Modulusofruptureofsizedfiberboardwith waterproofagents.

Sizingagents

Melamin 2%

Pheno1 2%

二Paraffin 0.5%

u 1.0%

// 2.0%

0 4.0%

Mel.2%+Para.1%

Phe.2%-I-Para.1%,

0.5%

Sizeplne Ilo

(Rosin) :2.0

4.0

1Modulusofrup-1Modulusofrrupture
経ureinbendir)giinbendillgafter24hr :water%

absorption

Rateof
decreaseof
o･b %
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曲げ弾性係数も文 dbとほぼ同じ傾向を示した｡

Fig.1及び Table1-3で見るごとくファイバ-求-ドは常態では相当の強度を保有して

いるが,1含水率の増加と共に減少し,浸潤時の強度は着るしく低下し常態時の30-40%にすぎ

ない｡･硯在ファイバーポ-ド葦は主に屋内に使用されているが,今後用途を拡大するためには

一層耐水性及び浸潤強度を増強する必要がある｡

∬ パラファイン及び他の耐水性サイズ剤の効果について

前報の如 く Phenol,Melamin などの合成樹指系のサイズ剤は主に強度の補強に有効であ

り,耐水性向上のためには Sizing時の PHの低下,圧締温度の上昇及び圧締時間の延長があ

るが,pH の低下は強度に悪影響を与え,添加剤の増加,及びフォーミングマシン,プレス等

の諸材料を腐蝕する等不都合な点が多い｡ また温蜜及び時間は機械設備,コス ト及び生産量の

点で極端な変更は出来ない｡ そこで簡単転耐水性の増加をほかるためには主にパラフィン,ロ

ジン等のサイズ剤が用いられている｡ 以下耐水性薬剤について検討する｡

1. 実額材料

a･繊維原料として前報で用いる日本--ドボー ド製のDefibratorpulpを用いた｡

b.サイズ剤として次の3種を用いた｡

① パラフィンエマルジョン,m.P.579Cのパラフィンを50g熱湯中に熔融状態として投入

し,油酸5g及び33%アンモニア水5gを添加, ミキサーで激しく撹拝してエマルジョンを製

造した｡

② サイズパイン｡ 荒川林産製造のロジン性サイズ剤｡

③ サイズワックスO 荒川林産製造のパラフィンエマルジヨ-/液｡

2. 実験方法

上記のパルプを用いたスラリ-中に一定量のサイズ剤を添加,Alumで pHを5に調節後シ

-トを作製し 180oC,I2-1-7,分,50-10-50kg/cmBの条件で圧縮し試験用ボードを製造した｡

3.>材質試験及び結果 .

得られたボードを用いて常態曲げ強さ,浸潤涛曲げ強さ (24時間水中浸漬),24時間の吸水

率及び厚さの膨張率を測定した｡測定方法は前報及び前項にのべた方法を同じである｡

以上の結果を Table2及び3に示す｡パラフィン等の耐水性サイズ剤の添加はボードの強

度に著るしい negativeの効果を示す.これは合成樹指の Sizingにさいして樹指が繊維間の

接着に大きな役割を果すが,パラフィンは織稚 間の接着を阻害するためである｡樹脂とパラフ

ィンを混合した場合は耐水性,強度共に良好であった｡他のサイズ剤は何れも耐水性の効果が

見られたが,強度を掌るしく低下した｡

湿潤強度に関してはパラフィンサイズは50%以上強度を残存したが常態時の強度が低いた

め率が良 くなったわけで,その絶対値はかなり低いものである｡ パラフィンと樹脂の混合はそ

れぞれ単独で用いるより効果がある｡

Melaminは常態強度は強いが湿潤韓にその低下が著るしい｡ これは樹指の性質上 140oCの

圧蹄を採用しているためと思はれる｡ パラフィンは繊維間の接着性を低下すると共に繊維表面
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に附着して繊維のからみ合いの力をも減少し,ボー ドの強度を着るしく減少する｡樹脂と共用

することによってその欠点ほおぎなわれる｡

庸 この実験にさいして樹脂及び他のサイズ剤のretentionを測定していないため効力を発揮

している量は正確には不明である｡

∬ 樹脂サイズされたファイバーボー ドの繰t)返 し水中浸漬試験について

前項で述べるごとく,樹脂サイズされたボー ドは浸潤強度が無サイズのものに比べて非常に

すぐれている｡ すなはち無サイズのボー ドが70%玖上も減少するに反して50%前後の減少で

あり,絶対値は約2-3倍を保有している｡ これ等のポ-ドが実際に使用される時,一度湿潤

状態となったボードが再乾燥によってどれほど強度を回復するか,また何回も反覆 したときど

の程度ボードが弱 くなるかについて検討するために次
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の実験をおrこなった｡

1. 実験材料

前項でのべたパルプを用いて次の条件でボードを試

作した｡

(Ⅰ) 無処理
(Ⅰ) Phenol樹脂2.%添加
(皿) Phenol樹脂2%,パラフィン1%添加
いづれも pH を Alum で5とし180oC,2-1-7

分,50-10-50kg/cm2 の条件で試験坂を製造 した｡

2. 実験方法

上記の試験用ポ- ドを次のスケジュールによって水

中に浸漬及び乾燥をくり返した｡

① 常態 (含水率を約10%とした)

Table4,variationofmodulusofrap山reinvariousconditionoffiberboard.

Ⅰ
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② 24時間水中浸凍

③ 24時間浸漬後乾燥し(100oC)含水率1090/とした

･3).③のボー下を再び24時間浸漬

⑨ ④のボ-ドを再び8時間乾燥,調湿

⑥ ⑤のギードを24時間浸漬

以上①～⑥の各組について曲げ強さを測定した｡ その結果を Fig.4及びTable4に示す｡

3∴ 実験結果

lu]復する｡サイズされていないボ-ドほ浸潤時の強度低下が著るしく,かつ叉乾燥による強度

回復がす くない｡パラフィンと樹脂を共用したものは常態及び乾燥時の強度は樹脂 Sizingさ

れたものにやや劣るが浸潤時の強度はやや勝っている｡ これ等の試験にさいしてポ-ドの厚さ

の変化と平均最大荷重の変化を見れば Table4の如 くになる｡ 浸潤後の乾燥によって強度が

再び回復するがこれは荷重の増加と厚さの収縮によってあらわされる｡ サイズされていないボ

ードは荷重の点では常態の荷重とほぼ同じ程度に回復しているが厚さの回復が少いため初期強

度えの回復がす くないと考えられる｡これに反して樹脂サイズされたボードはほぼ完全に厚さ

と荷重を回復し,初期の強度を保持している｡◆ファイバーボードの強度は繊維自身の強度,繊

維間の接着強度及び繊維間の絡合力によって構成され,水により浸潤状態となった時は3者共

その強度を低下し就中後2者の強度の低下によって浸潤時の強度低下が惹起される｡樹脂サイ

ズされたボ-ドほ樹脂によって接着力が補強され,また吸水性が減少しているため繊維の膨潤

もす く一心なく絡合力も爆持されているため湿潤時の強度減少が比較的す くない｡乾燥にさいして

それぞれ強度を回復するが,ただ無サイズの場合は厚さの収縮が完全でない｡これは熟圧時に

繊維は高圧,高温により若干圧縮されているためこれが水中浸潰により膨潤し乾燥時にもとの

直さに戻らないと考えられる｡サイズされたボードでは繊維が圧縮 されたまま樹脂で固定され

ると考えられるため膨潤時にもその形を保持し,したがって乾燥時にほぼ完全に初期の厚さに

戻るものと考えられる｡

本実験における乾湿3回の繰返しにさいして樹脂サイズされたボ-ドは充分その強度を保持

することが判明した｡

Ⅳ 要 約 斗

本案険で用いた全てのボ-ドにおいて,dbは含水率の増加につれて減少し含水率20%以上で

は極めて徐々に減少する｡含水率が極端に低 くなれば叉強度は減少し,4%前後がはば Max･

であろう｡ db,Eb,Oi等はいづれも Cbとほぼ同じ傾向を示した｡

耐水性のパラフィン,ロジン Sizingは強度を着るしく減少する. しかしながら適当に合成

樹指と混合すると両方の効果が発揮される｡

湿潤強度は各ポ-ド共常態に比較して着るしい減少を云している｡樹脂とパラフィ ンと共用

したものが比較的すぐれている｡

繰 り返し浸漬試験において,樹脂サイズされたボードは一･且湿潤強度を低下するが乾燥時に

～/壷きんど完全に強度を回復する｡ 無サイズボ-ドほ完全には回復せねがこれは厚さの膨脹が完

全に回復せぬためである｡

- 20-
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以上の結果から各種の Sizingされたボードは未だ完全に過酷な条件下で使用することは無

理であって,屋外などで用いるためにはTemperingなどと併用することが.のぞましいと思わ

れる｡

終に実験材料を供与された日本--ドボード及び荒川林産に対して厚 く感謝する次第であるo

R占sum台

InreportNo.VI,wesoughttoascertaintheeffectofresinsizinguponthe･

丘berboardproperties. Theresults indicatethatresin-sized負berboardshows

relativelyhighwaterresistanceandmechnicalproperties･

Inthisreport,Ourobjectwastoascertaintherelationshipbetweenmoisture

contentandmechanical･propertiesintwotypesofcommercialfiberboardand

severaltypesoflaboratory丘berboard,andtheeffectofwaterproofsizingagents,

suchas.para琉nandrosin,andthemechanicalpropertiesofsizedfiberboard

undervariousconditions.
■ヽ

Experimentalprodecure

I) Ontllerelationofboardstrengthtomoisturecontents

Tesimaterials:Forthepurposeofthisstudy,twotypesofcommercialfiber-

board,suchastreated(Ttype)anduntreated(Stype)boardwith3.5mmthickness,

were,selectedfromtheproductsofNipponHardboardCo･Ltd･

Severaltypesoflaboratory丘berboardwereusedfrom theproductsforthe

studyofthepreviousreportNo.ⅤⅠ.

CondiiioningProcecure:Afterthetestspecimenswerecut,andstoredina

room temperatureat15to200Cwith0to100perc9ntrelativehumidity'fortwo

months.Inthewetstrengthtest,thetestspecimensweresunkina25oCwater.

Afterthetwomonths,thetestspecimenswereremovedfromtheirconditioning

placesinordertoobservetheeffectofmoisturecontentonthemechanical

propertiesofthevarioustypesof丘berboards.

TesiingI)rocedure:Amodulusofruptureinbendingandtensilestrength

wasmadeaccordinstothemethodofthepreviousreportNotVI･

Resulis:TheresultsofthesetestsarepresentedinFigs.1to3andTable1.

Themoisturecontent,modulusofmpture,modulusofela(sticityandtensile

strengthwerecalculatedfromtheresultsofthetest.Foralltypesoffiberboard,

regardlessofcommercialorlaboratoryboard,themodulusofrupture,themodulus

ofelasticityandthetensilestrengthwerelowestwhentheboardshadthehighest

moisturecohtent. Wh enthemoisturecontentwasdecreased,theseproperties

increased,anduponreachingamaximumintherangeof4to6percentmoisture

conteOtforcommercialfiberboard.
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ⅠⅠ) Ontheeffectofwater-proofsizing

hlnthisstage,Weinvestigatedontheeffectofwater-prooBngsizinginthe

productionof丘berboard.

Sizin･gagents:Forsizingagentsthefollowingwereused(1)parafnnemuL

sion,(2)Sizewax(S-W),and(3)Sizepine(Sp-1).

(1) Para氏n占mulsion:Acertainquantityofpara氏n(m.p.57oC)wasmelted

andthenputintoboilingwatercontainingoleicacidandaqueousammoniasolu-

tion,andlthenstronglystirredwithaJsupermixer.

(2) Sizewax:CommercialagentofparafBnwaxemulsion,Arakawa七hemi-

callndustryCo.Ltd.

(3ト Sizepine-:CommercialagentofrosinsoapJArakawaChemicaHndustry

Cot.LtdJ

PreParaiionoftestjiberboard:Sizeagentswereadded▲toapulpslurryand

thenwereprecipitatedontopulpbymeansofalum.Thehotpressingwascarried●
outunderthefollowingCOnditions. Pressingtemperature180oC.,pressure50-10-

50kg/cm2andpressingtime2-1-7min.

Teslingprocedure:･Thephysicalandmechanicaレtestingmethodwascarried

outasexplainedinthepreviousparagraph,andreportNo.ⅤⅠ.

Resulls:TheresultsofthistestarepresentedinTables2and3.Theresults

indicatedthatwhenfiberboardsaresizedwithwaterproo点ngagents,theresulting

productsy,主eldaboardwhichhasarelativehighwaterresistancevalueandvery

lowstrengthproperty.

IrI).Onthewetstrengthpropertiesoffiberboards

lnthisstudy,wehavesought'toascertainthevariationofstrengthproperty

when丘berboard☆as負rstsoakedinwaterfor24hours,andthendried.

TeslmaierP'als:Thetestfiberboardswere preparedunder thefollowing

conditions.

Boardtype

I

II

IHil

Sizingagent

noaddition

phenol′resin2%

phenolresin2% andparaiYin1%

Eachsizedpulpsheetwaspressedat180oC,2-1-7min.,50-10-50kg/cm2.

conditioningProiedureITest五berboardswereconditibnedasfollows-:

No.

1

2

3

4

condition

Ordinarycondition(moisturecontentoflo財)

24hrs.watersoaking

8hrs.dryingatlOOoCafter24hrs.soaking

24hrs.resoakingafterNo.3conditioning
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8hrs.redryingatlOOoCafterNo.4conditioning

24hrs.resoakingafterNo.5conditioning

TeLSlingprocedure:Aftertheconditioningofeachclassthetestspecimens

weretestedforthewetstrengthproperty.Thetestingmethodwas-Carriedout

bytheoneexplainedinthepreviousparagraph.

Resulls:TheresultsofthistestarepresentedinTable4andFig.4. The

resultsindicatethatwhenresin点berboardissoakedinwater,themodulusof

ruptureshowsa probablyden.rease. However,theyalmostrecoveredtheir

strengthupontheredrying.Inthenon-sizedfiberboards,recoveryofthestrength

withtheredryingwasmuchsmallerthanthatoffiberboardssizedbyphenol

reSln.
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